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機械器具 (31) 医療用焼灼器 

高度管理医療機器 汎用冷凍手術ユニット ＪＭＤＮコード：11067000 

『 メドトロニック CryoConsole』 の付 属 品
オートコネクションボックス

【 形 状 ・ 構 造 及 び原 理 等 】  

構成品及び種類 

ケーブル長(mm) 高さ(mm) 幅(mm) 奥行き(mm) 

2,438 32 114 76 

【 使 用 目 的 又 は効 果 】  

本品は、不整脈の治療に使用する冷凍アブレーションカテーテル専
用の冷凍手術装置である。 

【 使 用 方 法 等 】  

1. オートコネクションボックスをコンソール前面のコネクタポートに接
続する。

2. 電気アンビリカルケーブルをオートコネクションボックスの
CryoCatheter ポートに接続する。

3. 電気アンビリカルケーブルを冷凍アブレーションカテーテルに接
続し、電気的に接続する。

4. ECG ケーブルを使用する場合は、コンソールのメイン画面が表示
されているときに、オートコネクションボックスの Recording System
に ECG ケーブルを接続し、院内 EP 記録システムに接続する。

5. 併用するコンソール及び冷凍アブレーションカテーテルの添付文
書及び取扱説明書の記載手順に従い、冷凍アブレーションの準
備及び治療を行う。

6. 冷凍アブレーション終了後、電気アンビリカルケーブルを冷凍アブ
レーションカテーテルから取り外す。

7. 電気アンビリカルケーブルをオートコネクションボックスから取り
外す。

8. ECG ケーブルを使用した場合は、ECG ケーブルをオートコネク
ションボックスから取り外す。

9. オートコネクションボックスをコンソールから取り外す。

【 使 用 上 の注 意 】  

1．重要な基本的注意 

1) 意図しない静電気放電(ESD)の危険を最小限に抑えるため、カ
テーテルを患者に挿入する前に、必ずオートコネクションボック
スにカテーテルを接続すること。

【 保 守 ・ 点 検 に係 る事 項 】  

1. 湿らせた布でオートコネクションボックスの汚れをふき取ること。必
要な場合は、中性洗剤液またはイソプロピルアルコールを使用す
る。洗浄後は、よく乾かすこと。

2. 水に浸さないこと。

3. オートコネクションボックスを使用しないときは、コンソール内に収
納すること。

【 製 造 販 売 業 者 及 び製 造 業 者 の氏 名 又 は名 称 等 】  

製造販売業者：日本メドトロニック株式会社 

カスタマーサポートセンター 0120-998-167

製造業者：メドトロニック社（米国） 

[Medtronic, Inc.] 
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